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安
部
政
権
が
目
玉
政
策
に
位
置
付
け
る

地
方
創
生
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
が
昨
年
十
二
月
末
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
域
ご
と

に
政
策
づ
く
り
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

 

高
取
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ご
意
見
番
で

は
、
四
月
一
日
に
質
問
し
て
み
ま
し
た
。 

（
質
問
） 

 

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
立
案
作
業

は
、
地
域
ご
と
の
課
題
に
沿
っ
て
都
道
府

県
や
市
町
村
が
担
い
ま
す
。
総
合
戦
略
は

二
〇
一
五
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
、
実

現
す
る
た
め
に
「
地
方
が
自
ら
考
え
、
責

任
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
」
と
自
治
体
の
役
割
を
明
記
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

具
体
策
の
一
つ
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た

の
が
、
自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
、
使
い

道
を
制
約
し
な
い
新
し
い
交
付
金
の
創
設

で
す
。
活
用
例
に
は
東
京
圏
か
ら
の
移
住

促
進
や
海
外
へ
の
販
路
開
拓
支
援
な
ど
を

示
し
て
い
ま
す
。
公
共
事
業
以
外
な
ら
ば

使
い
道
は
原
則
自
由
で
、
自
治
体
の
ア
イ

デ
ア
次
第
で
す
。 

 

交
付
金
を
受
け
取
る
都
道
府
県
や
市
町

村
に
は
、
独
自
の
政
策
と
数
値
目
標
を
盛

り
込
ん
だ
地
方
版
総
合
戦
略
を
二
〇
一
五

年
度
中
に
策
定
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
高
取
町
で
は
、
町
の
実
情
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
町
独
自

の
「
高
取
版
総
合
戦
略
」
を
立
案
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
回
答
） 

 

昨
年
、
十
一
月
二
十
八
日
に
公
布
さ
れ

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
で

は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
に
関
し
、
国
と
役
割
分
担
し
て
、
そ
の

地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
実
情
に
応
じ
た

自
主
的
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
責

務
を
有
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
都
道
府

県
と
市
町
村
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
が
示
し
た
基
本
方
針
の
中

に
、
「
五
十
年
後
に
一
億
人
程
度
の
人
口

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
本
の
人

口
動
向
を
分
析
し
、
将
来
の
展
望
を
示

す
」
と
い
っ
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
あ

り
、
そ
の
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
に
今

後
五
ヵ
年
の
政
府
の
施
策
の
方
向
性
を
提

示
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
町
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
六
年
度

補
正
対
応
で
地
方
創
生
に
か
か
る
予
算
を

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
七

年
度
の
高
取
町
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
国
や
県
が
考
え
て
い
る
「
総
合
戦

略
」
と
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
高
取
町
総
合
戦
略
を
明
確

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
高
取
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
及
び
高
取
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
高
取
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
幹
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安
倍
政
権
政
策
「
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」 

高
取
版
の
創
生
総
合
戦
略
は
如
何
に
・
・
・ 

特
養
・
駅
前
開
発
・
報
酬
・
学
童
保
育
・
開
発
公
社 

高
取
町
長
へ
の
公
開
質
問
内
容
と
そ
の
回
答 

 

ご
意
見
番
で
は
、
昨
年
十
二
月
一
日

に
町
政
に
係
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
回

答
を
掲
載
し
ま
す
。 

（
質
問
一
）
平
成
二
十
八
年
四
月
に
開

所
と
言
わ
れ
て
い
る
育
成
小
学
校
跡
地

に
出
来
る
老
人
福
祉
施
設(

特
養)

の
入

所
人
員
や
特
色
、
地
域
貢
献
事
業
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
一
）
入
所
定
員
は
、
五
十
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ(

短
期
入
所)

が
、
十

床
の
予
定
で
す
。
本
体
建
物
が
運
動
場

部
分
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
事
業
所
に
お
い
て
検
討

中
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。 

（
質
問
二
）
駅
前
開
発
は
当
初
の
計
画

を
一
部
変
更
し
、
駅
前
の
南
部
分
は
残

し
北
部
分
の
開
発
に
変
更
し
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
現
行
の
進
捗
状
況
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

事
会
・
分
科
会
や
有
識
者
等
に
よ
る
第

三
者
審
議
会
を
設
置
し
て
計
画
策
定
を

進
め
る
準
備
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
高
取
町
版
総
合
戦
略
の
策
定
を

平
成
二
十
七
年
度
中
に
完
了
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
高
取
町
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
明
確
と
な
り
、
他
市
町
村
に
は
な
い

高
取
町
独
自
の
「
総
合
戦
略
」
と
し

て
、
今
後
の
政
策
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。 

（
編
集
談
） 

 

創
生
総
合
戦
略
は
、
五
年
間
の
息
の

長
い
戦
略
的
事
業
で
す
。
し
っ
か
り
と

高
取
の
先
を
見
据
え
て
、
見
守
り
つ

つ
、
協
力
で
き
る
部
分
は
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
回
答
二
）
町
が
実
施
す
る
駅
前
整
備

と
県
が
行
う
国
道
一
六
九
号
線
壷
阪
山

駅
前
交
差
点
改
良
工
事
が
あ
り
ま
す
事

業
実
施
に
あ
た
っ
て
、
本
町
の
整
備
計

画
と
整
合
性
を
図
る
た
め
に
、
交
差
点

周
辺
の
道
路
構
造
等
に
つ
い
て
県
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県

と
の
協
議
が
一
段
落
し
ま
す
と
、
今
後

警
察
協
議
な
ど
他
機
関
と
の
協
議
も
必

要
と
な
り
ま
す
。 

お
尋
ね
の
一
部
変
更
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
十
月
二
十
九
日(

水)

開
催
の
協

議
会
で
駅
前
広
場
の
計
画(

案)

と
し
て

基
本
構
想
案
と
事
業
性
等
を
考
慮
し
た

修
正
案
を
提
示
し
ま
し
た
が
、
決
定
し

た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

今
後
、
協
議
会
に
お
い
て
町
の
財
政
状

況
に
見
合
っ
た
修
正
案
で
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
協
議
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
質
問
三
）
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
が

設
置
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

諮
問
内
容
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
三
）
諮
問
し
た
内
容
は
、
「
高

取
町
の
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
」
の
中
で
規
定
し
て
い
る
行
政
委
員

の
報
酬
額
に
つ
い
て
で
す
。 

（
質
問
四
）
「
た
か
と
り
通
学
合
宿
」

の
宿
泊
公
民
館
を
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル(

中

央
公
民
館)

で
活
用
し
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
四
）
「
た
か
と
り
通
学
合
宿
」

の
宿
泊
公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
「
高
取
町
公
民
館
使
用
規

則
」
第
二
条
一
項
の
と
お
り
宿
泊
利
用

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
前
向
き
に
検

討
し
報
告
し
ま
す
。 

（
質
問
五
）
二
十
七
年
度
中
に
開
所
予

定
の
公
営
学
童
保
育
所
の
詳
細
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
五
）
た
か
む
ち
小
学
校
の
運
動

場
の
南
西
部
分
に
学
童
保
育
施
設
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
造
成

工
事
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
定
員

六
十
人
の
予
定
で
す
。 

（
質
問
六
）
「
貸
金
請
求
訴
訟
事
件
」

で
、
最
高
裁
に
お
い
て
事
件
決
着
し
た

こ
と
に
よ
る
公
社
解
散
の
意
思
と
問
題

点
、
課
題
に
つ
い
て(

預
託
金
の
一
部
返

還
請
求
等)

町
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。 

（
回
答
六
）
「
賃
金
請
求
訴
訟
事
件
」

で
、
高
取
町
土
地
開
発
公
社
の
裁
判
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
高
取
町
土
地

開
発
公
社
決
算
に
お
い
て
、
今
回
の
裁

判
と
は
別
に
従
来
か
ら
の
流
動
負
債
と

し
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
当
初
約
八

億
三
千
万
円(

平
成
二
十
五
年
決
算
時

は
、
約
六
億
一
千
万
円)

の
負
債
を
償
還

期
間
二
十
年
で
金
融
機
関
に
償
還
し
て

い
る
最
中
で
あ
り
、
今
後
公
社
解
散
と

な
る
と
特
定
土
地
の
処
分
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
高
取
町
土
地

開
発
公
社
の
債
務
を
、
高
取
町
一
般
会

計
が
背
負
う
と
な
る
と
高
取
町
一
般
会

計
の
財
政
計
画
に
大
き
く
影
響
し
て
く

る

た

め
、
あ

る

程

度
、
債

務
負
債
額
が

減
少
す
る
ま

で
は
時
期
早

尚
と
考
え
ま

す
。 
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一
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
植

村
町
政
も
二
期
目
も
最
後
の
年
を
迎
え
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
今
の
制
作
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
地
方
創
生
を
も
踏
ま
え
た
今
後

の
町
政
に
対
す
る
質
問
と
そ
の
回
答
を
中

心
に
紙
面
を
構
成
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
教
育
に
関
す
る
質
問
と
そ
の
回

答
も
掲
載
し
ま
し
た
。
行
政
的
な
問
題
だ

け
で
な
く
、
身
近
な
話
題
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
今
後
も
構
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

本
紙
面
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
内
容

や
新
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
「
高

取

町

ご

意

見

番
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

町
民
、
企
業
、
学
校
な
ど
多
様
な
人
、
組

織
が
町
政
へ
参
加
す
る
機
会
の
拡
大
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
年
代
か
ら

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
が
生
ま
れ
、

高
取
町
な
ら
で
は
の
、
「
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
見
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
協
働
社
会
の
実

現
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
環
境
、
教
育
、

防
犯
、
防
災
、
福
祉
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
、
地
域
社
会
の
課
題
が
多
様
化
し
て
お

り
、
従
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
民
活
動
団

体
、
企
業
、
大
学
、
行
政
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
特
性
や
専
門
性
を
活
か
し
た
取

組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町
民
の
「
町
へ
の
関

心
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
」
を

よ
り
一
層
高
め
、
地
域
と
連
携
し
、
新
た
な

層
の
町
政
参
加
を
拡
大
し
、
町
民
の
中
に
潜

在
す
る
知
恵
と
活
力
を
発
掘
し
な
が
ら
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

高
取
町
議
会
第
四
回
定
例
会(

平
成
二

十
六
年
十
二
月
九
日
～
十
二
日
）
の
総
務

経
済
建
設
委
員
会
で
可
決
し
た
高
取
町
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
高
取
町
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
の
期
末
手
当
（
い
わ
ゆ
る
ボ
ー

ナ
ス
）
は
、
百
分
の
二
百
九
十
五
か
ら
三

百
十
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
（
平
成
二

十
七
年
四
月
よ
り
） 

 

今
回
の
議
員
報
酬
の
期
末
手
当
の
増
額

の
根
拠
は
、
昨
年
の
八
月
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
人
事
院

と
は
、
国
家
公
務
員
の
人
事
管
理
を
担
当

す
る
中
立
的
な
第
三
者
機
関
で
あ
り
、
ス

ト
ラ
イ
キ
権
な
ど
の
労
働
基
本
権
が
行
使

で
き
な
い
公
務
員
に
代
わ
っ
て
、
給
与
等

の
勤
務
条
件
の
改
定
に
つ
い
て
国
会
や
内

閣
に
勧
告
を
し
ま
す
。
実
際
に
国
家
公
務

員
の
給
与
は
人
事
院
勧
告
通
り
に
月
給

０
・
２
７
％
上
昇
、
ボ
ー
ナ
ス
も
０
・
１

５
月
分
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

 

衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
で
は
期
末

手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
が
０
・
１
５
月
分
増

額
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
う
い
っ
た
経
緯
に
よ
り
、
現
在
で

は
、
人
事
院
勧
告
や
、
地
域
の
人
事
委
員

会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

自
治
体
の
判
断
で
、
職
員
の
給
与
や
議
員

報
酬
、
期
末
手
当
の
増
額
議
案
が
議
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
人
事
院
に
て
、
国
家
公
務
員

の
給
与
を
民
間
企
業
の
従
業
員
の
給
与
水

準
と
比
較
調
査
を
し
て
勧
告
を
出
し
て
い

る
訳
で
す
が
、
人
事
院
が
対
象
と
し
て
い

る
民
間
企
業
と
い
う
の
は
、
五
〇
名
以
上

が
働
く
事
業
所
で
、
規
模
の
小
さ
な
企
業

の
給
与
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
の
日

本
全
体
の
民
間
企
業
の
給
与
と
は
金
額
が

ず
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
現
在
で
も
大
企
業
の
給
与
は
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
給

与
は
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
方
自
治
体
は
、
人
事
院
勧
告
に
必

ず
従
う
必
要
は
無
く
、
地
方
議
会
で
も
町

民
の
理
解
を
配
慮
し
て
い
く
判
断
を
し
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
高
取
町
の
議
員
報
酬
は
高

い
の
か
安
い
の
か
は
、
人
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
考
え
方
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
易

な
報
酬
批
判
は
考
え
物
で
す
が
、
こ
の
議

員
報
酬
は
、
町
民
の
税
金
よ
り
支
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

町
民
の
代
弁
者
で
あ
る

町
会
議
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
、

そ
の
報
酬
に
見
合
っ
た

活
動
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

高
取
町
ご
意
見
番 

本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」 

高
取
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬 

報
酬
に
見
合
っ
た
活
躍
に
期
待
！ 

 

高
取
町
内
に
お
け
る
、
こ
こ
半
年
間
の

犯
罪
発
生
状
況
は
、
窃
盗
事
案
八
件
、
不

審
者
・
わ
い
せ
つ
事
案
四
件
、
器
物
損
壊

事
案
一
件
、
詐
欺
事
案
一
件
、
不
法
投
棄

事
案
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
窃
盗
事
案
が
多
く
、
車
上
荒
ら

し
、
自
転
車
、
車
上
の
草
刈
機
な
ど
が
発

生
し
て
お
り
、
注
意
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が

出
来
た
か
も
し
れ
な
い
事
案
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。 

 

公
道
や
人
の
気
な
い
駐
車
場
な
ど
に
停

め
た
車
内
や
荷
台
等
に
は
、
荷
物
を
置
か

な
い
と
い
っ
た
対

策
を
し
っ
か
り
取

り
ま
し
ょ
う
。 

た
か
む
ち
小
学
校
前
の
歩
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置 

 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
が
以
前
よ
り

要
望
し
て
い
た
、
た
か
む
ち
小
学
校
前
の

歩
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
昨
年
八
月
二
八

日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

松
山
・
兵
庫
区
間
の
バ
イ
パ
ス
開
通
に

伴
い
、
国
道
一
六
九
号
線
鶉
町
交
差
点
か

ら
松
山
ラ
ン
プ
を
経
て
御
所
市
・
大
和
高

田
方
面
へ
向
か
う
車
両
の
増
加
及
び
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
、
歩
行
に
関
し
て

大
変
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
。
今
年
の
四

月
八
日
の
入
学
式

で
、
新
一
年
生
が

車
に
は
ね
ら
れ
る

人
身
事
故
も
発
生

し
て
い
た
。 

高
取
町
内
の
犯
罪
発
生
状
況
（
昨
年
十
二
月
～
六
月
） 

し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
数

件
と
も
「
い
じ
め
」
で
は
な

い
と
学
校
で
は
、
判
断
し
て

い
ま
す
。
た
だ
中
学
校
で
、

一
件
「
い
じ
め
」
と
思
わ
れ

る
事
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
解
消
し
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
以
外
に
も
、
学
力
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
も
、
質
問
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
関
す
る
回
答
は
、
ご
意
見
番
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

（
質
問
抜
粋
）
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化
、

い
じ
め
、
校
内
暴
力
等
に
つ
い
て
、
現
状

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
小
中
学
校
の
現
行

に
お
け
る
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
抜
粋
）
少
年
犯
罪
や
校
内
暴
力
に

つ
い
て
は
、
今
現
在
、
た
か
む
ち
小
学

校
、
高
取
中
学
校
と
も
に
発
生
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
「
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化
」
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
意
識
し
な
が
ら
そ

こ
に
至
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
指
導
を
全

校
生
徒
や
学
級
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

進
め
て
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
で
数
件
の
申
し
出
が
あ
り
ま

高
取
の
小
中
学
校
の
現
状
を
質
問 

い
じ
め
・
暴
力
事
案
・
学
力
な
ど 


